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(57)【要約】
【課題】アナログ-デジタル変換部を共有しながら、有
機発光ダイオードの劣化を補償できるようにした有機電
界発光表示装置及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】走査線及びデータ線の交差部に位置するサ
ブ画素と、前記サブ画素のそれぞれに含まれる有機発光
ダイオードの劣化情報を把握するためのセンシング期間
に所定電流を前記有機発光ダイオードに供給するための
電流ソース部と、前記有機発光ダイオードに印加された
電圧をデジタル信号に変換するために前記データ線の数
よりも少ない数で形成される少なくとも１つ以上のアナ
ログ-デジタル変換部と、前記センシング期間に前記デ
ータ線と前記電流ソース部とを接続させ、前記センシン
グ期間に前記少なくとも１つ以上のアナログ-デジタル
変換部を前記データ線と順次接続させるためのスイッチ
ング部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線及びデータ線の交差部に位置するサブ画素と、
　前記サブ画素のそれぞれに含まれる有機発光ダイオードの劣化情報を把握するためのセ
ンシング期間に所定電流を前記有機発光ダイオードに供給するための電流ソース部と、
　前記有機発光ダイオードに印加された電圧をデジタル信号に変換するために前記データ
線の数よりも少ない数で形成される少なくとも１つ以上のアナログ-デジタル変換部と、
　前記センシング期間に前記データ線と前記電流ソース部とを接続させ、前記センシング
期間に前記少なくとも１つ以上のアナログ-デジタル変換部を前記データ線と順次接続さ
せるためのスイッチング部と
を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記少なくとも１つ以上のアナログ-デジタル変換部は、
　赤色サブ画素に含まれる有機発光ダイオードの電圧をデジタル信号に変換するための第
１アナログ-デジタル変換部と、
　緑色サブ画素に含まれる有機発光ダイオードの電圧をデジタル信号に変換するための第
２アナログ-デジタル変換部と、
　青色サブ画素に含まれる有機発光ダイオードの電圧をデジタル信号に変換するための第
３アナログ-デジタル変換部と
を備えることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１～第３アナログ-デジタル変換部から供給されるデジタル信号に対応して前記
有機発光ダイオードの劣化が補償されるように制御する劣化補償部と、
　前記劣化補償部の制御によって前記劣化が補償され得るようにデータのビット値を変更
するためのタイミング制御部と、
　前記タイミング制御部から供給されるデータをデータ信号に変換して前記データ線に供
給するためのデータ駆動部と、
　前記走査線に走査信号を供給し、前記走査線と平行に形成される制御線に制御信号を供
給する走査駆動部と
を更に備えることを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記走査駆動部は前記センシング期間に前記制御線に前記制御信号を順次供給しながら
、前記サブ画素のそれぞれに前記データ線と前記有機発光ダイオードとの間に位置するト
ランジスタをターンオンさせることを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項５】
　前記電流ソース部とデータ線との間に形成される第４スイッチと、
　前記データ駆動部とデータ線との間に形成される第５スイッチと、
　前記赤色サブ画素と接続されたデータ線のそれぞれと前記第１アナログ-デジタル変換
部との間に位置する第１スイッチと、
　前記緑色サブ画素と接続されたデータ線のそれぞれと前記第２アナログ-デジタル変換
部との間に位置する第２スイッチと、
　前記青色サブ画素と接続されたデータ線のそれぞれと前記第３アナログ-デジタル変換
部との間に位置する第３スイッチと
を備えることを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第４スイッチは前記センシング期間にターンオン状態を維持し、前記第５スイッチ
は前記サブ画素に映像が表示される駆動期間にターンオン状態を維持することを特徴とす
る請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
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　前記制御信号が供給される時に前記第１スイッチ、第２スイッチ及び第３スイッチのそ
れぞれは順次ターンオンされることを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項８】
　前記赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素は画素をなし、同一な画素と接続さ
れる第１スイッチ、第２スイッチ及び第３スイッチは同時にターンオンされることを特徴
とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記電流ソース部は前記電流を供給するための少なくとも１つ以上の電流源を備えるこ
とを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　センシング期間に水平ライン単位でサブ画素のそれぞれに含まれる有機発光ダイオード
に所定の電流を供給する段階と、
　前記所定の電流に対応して前記有機発光ダイオードに印加される電圧を少なくとも１つ
以上のアナログ-デジタル変換部を共有しながら、デジタル信号に変換する段階と、
　前記デジタル信号に対応して前記有機発光ダイオードの劣化が補償され得るようにデー
タのビット値を変更する段階と、
　駆動期間に前記データを用いてデータ信号を生成し、前記データ信号を前記サブ画素に
供給する段階と
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記デジタル信号に変換する段階は、
　第１アナログ-デジタル変換部を赤色サブ画素と、第２アナログ-デジタル変換部を緑色
サブ画素と、第３アナログ-デジタル変換部を青色サブ画素と順次接続させながら、前記
デジタル信号を生成することを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置の駆
動方法。
【請求項１２】
　前記赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素は１つの画素をなし、同一な画素を
なす赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素は同時に前記第１アナログ-デジタル
変換部、第２アナログ-デジタル変換部及び第３アナログ-デジタル変換部と接続されるこ
とを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、アナログ-デジタル
変換部を共有しながら、有機発光ダイオードの劣化を補償できるようにした有機電界発光
表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ Ｒａｙ Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減らす
ことができる各種の平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ 
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ Ｄｉｓｐｌａ
ｙ Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉ
ｎｇ Ｄｉｓｐｌａｙ）などが挙げられる。
【０００３】
　平板表示装置のうち有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、速
い応答速度を有すると共に低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】



(4) JP 2009-175652 A 2009.8.6

10

20

30

40

50

　一般に、有機電界発光表示装置は、画素毎に配置される有機発光ダイオードに階調に対
応する電流を供給しながら、所望の映像を表示する。しかしながら、有機発光ダイオード
は時間が経過するにつれて、劣化し、これにより所望の輝度の映像を表示できないという
問題が生じる。実際に、有機発光ダイオードが劣化すれば、同一なデータ信号に対応して
次第に低い輝度の光が生成される。
【０００５】
　このような問題点を克服するために、有機発光ダイオードの劣化を補償できる多様な発
明が出願されている（下記の特許文献１、２、３参照）。このような従来の発明では有機
発光ダイオードＯＬＥＤに所定の電流を供給し、所定の電流が供給される時に有機発光ダ
イオードＯＬＥＤに印加される電圧を用いて有機発光ダイオードの劣化情報を把握する。
【０００６】
　ここで、従来の発明では有機発光ダイオードに印加される電圧を変換するために、チャ
ネル毎にアナログ-デジタル変換部（Ａｎａｌｏｇ－Ｄｉｇｉｔａｌ Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ
:以下、「ＡＤＣ」という）が設置される。しかしながら、チャネル毎にＡＤＣが設置さ
れる場合、ＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ Ｃｉｒｃｕｉｔ）の体積が大きくなり、製造コ
ストが増加してしまうという問題点がある。
【特許文献１】韓国特許出願第２００７－００２８１６６号
【特許文献２】韓国特許出願第２００７－００３５０１１号
【特許文献３】韓国特許出願第２００７－００３５０１２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、アナログ-デ
ジタル変換部を共有しながら、有機発光ダイオードの劣化を補償できるようにした有機電
界発光表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、走査線及びデータ線の交差部に位置
するサブ画素と、前記サブ画素のそれぞれに含まれる有機発光ダイオードの劣化情報を把
握するためのセンシング期間に所定電流を前記有機発光ダイオードに供給するための電流
ソース部と、前記有機発光ダイオードに印加された電圧をデジタル信号に変換するために
前記データ線の数よりも少ない数で形成される少なくとも１つ以上のアナログ-デジタル
変換部と、前記センシング期間に前記データ線と前記電流ソース部とを接続させ、前記セ
ンシング期間に前記少なくとも１つ以上のアナログ-デジタル変換部を前記データ線と順
次接続させるためのスイッチング部とを備える。
【０００９】
　好ましくは、前記少なくとも１つ以上のアナログ-デジタル変換部は、赤色サブ画素に
含まれる有機発光ダイオードの電圧をデジタル信号に変換するための第１アナログ-デジ
タル変換部と、緑色サブ画素に含まれる有機発光ダイオードの電圧をデジタル信号に変換
するための第２アナログ-デジタル変換部と、青色サブ画素に含まれる有機発光ダイオー
ドの電圧をデジタル信号に変換するための第３アナログ-デジタル変換部とを備える。
【００１０】
　前記第１～第３アナログ-デジタル変換部から供給されるデジタル信号に対応して前記
有機発光ダイオードの劣化が補償されるように制御する劣化補償部と、前記劣化補償部の
制御によって前記劣化が補償され得るようにデータのビット値を変更するためのタイミン
グ制御部と、前記タイミング制御部から供給されるデータをデータ信号に変換して前記デ
ータ線に供給するためのデータ駆動部と、前記走査線に走査信号を供給し、前記走査線と
平行に形成される制御線に制御信号を供給する走査駆動部とを更に備える。
【００１１】
　前記走査駆動部は、前記センシング期間に前記制御線に前記制御信号を順次供給しなが
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ら、前記サブ画素のそれぞれに前記データ線と前記有機発光ダイオードとの間に位置する
トランジスタをターンオンさせる。
【００１２】
　前記電流ソース部とデータ線との間に形成される第４スイッチと、前記データ駆動部と
データ線との間に形成される第５スイッチと、前記赤色サブ画素と接続されたデータ線の
それぞれと前記第１アナログ-デジタル変換部との間に位置する第１スイッチと、前記緑
色サブ画素と接続されたデータ線のそれぞれと前記第２アナログ-デジタル変換部との間
に位置する第２スイッチと、前記青色サブ画素と接続されたデータ線のそれぞれと前記第
３アナログ-デジタル変換部との間に位置する第３スイッチとを備える。
【００１３】
　前記第４スイッチは前記センシング期間にターンオン状態を維持し、前記第５スイッチ
は前記サブ画素に映像が表示される駆動期間にターンオン状態を維持する。前記制御信号
が供給される時に前記第１スイッチ、第２スイッチ及び第３スイッチのそれぞれは順次タ
ーンオンされる。前記赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素は画素をなし、同一
な画素と接続される第１スイッチ、第２スイッチ及び第３スイッチは同時にターンオンさ
れる。前記電流ソース部は前記電流を供給するための少なくとも１つ以上の電流源を備え
る。
【００１４】
　本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の駆動方法は、センシング期間に水平ラ
イン単位でサブ画素のそれぞれに含まれる有機発光ダイオードに所定の電流を供給する段
階と、前記所定の電流に対応して前記有機発光ダイオードに印加される電圧を少なくとも
１つ以上のアナログ-デジタル変換部を共有しながら、デジタル信号に変換する段階と、
前記デジタル信号に対応して前記有機発光ダイオードの劣化が補償され得るようにデータ
のビット値を変更する段階と、駆動期間に前記データを用いてデータ信号を生成し、前記
データ信号を前記サブ画素に供給する段階とを含む。
【００１５】
　好ましくは、前記デジタル信号に変換する段階は、第１アナログ-デジタル変換部を赤
色サブ画素と、第２アナログ-デジタル変換部を緑色サブ画素と、第３アナログ-デジタル
変換部を青色サブ画素と順次接続させながら、前記デジタル信号を生成する。前記赤色サ
ブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素は１つの画素をなし、同一な画素をなす赤色サブ
画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素は同時に前記第１アナログ-デジタル変換部、第２
アナログ-デジタル変換部及び第３アナログ-デジタル変換部と接続される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、アナログ-デジタル変換部
を共有しながら、有機発光ダイオードに印加される電圧をデジタル信号に変換できるとい
う効果を奏する。従って、本発明では製造コストを低減すると共に集積回路の体積を減ら
して設計自由度を確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、添付する図１～図５Ｅを参照しつつ、本発明の実施形態を説明する。ここで、第
１構成要素と第２構成要素が連結されると説明するにあたり、第１構成要素は第２構成要
素と直接連結されてもよく、第３構成要素を介して第２構成要素と間接的に連結されても
よい。また、本発明の完全な理解のための必須でない構成要素は明確性を図るために省略
する。更に、同一部分には同一符号を付す。
【００１８】
　図１は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
　図１を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素部１３０、
走査駆動部１１０、制御線駆動部１６０、データ駆動部１２０及びタイミング制御部１５
０を備える。
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【００１９】
　また、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、ＡＤＣ１９２、１９４、１９
６、電流ソース部１８０、スイッチング部１７０及び劣化補償部２００を更に備える。
【００２０】
　画素部１３０は、走査線Ｓ１～Ｓｎ、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ、制御線ＣＬ１～ＣＬｎ及
びデータ線Ｄ１～Ｄｍの交差部に位置するサブ画素１４０を備える。サブ画素１４０は、
外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受ける。このようなサブ画
素１４０は、データ信号に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードを経由し
て第２電源ＥＬＶＳＳに供給される電流量を制御する。すると、有機発光ダイオードで所
定輝度の光が生成される。
【００２１】
　制御線駆動部１６０は、タイミング制御部１５０の制御によって制御線ＣＬ１～ＣＬｎ
に制御信号を順次供給することで、制御線ＣＬ１～ＣＬｎを駆動する。ここで、制御線駆
動部１６０は電流ソース部１８０からサブ画素１４０に所定の電流が供給される期間に制
御信号を供給する。
【００２２】
　走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０の制御によって駆動期間に走査線Ｓ１～
Ｓｎに走査信号を順次供給する。また、走査駆動部１１０はタイミング制御部１５０の制
御によって発光制御線Ｅ１～Ｅｎに発光制御信号を供給する。このような方式で、走査駆
動部１１０は走査線Ｓ１～Ｓｎ及び発光制御線Ｅ１～Ｅｎを駆動する。
【００２３】
　データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０の制御によって駆動期間にデータ線Ｄ
１～Ｄｍにデータ信号を供給する。これにより、データ駆動部１２０はデータ線Ｄ１～Ｄ
ｍを駆動する。スイッチング部１７０は、電流ソース部１８０、データ駆動部１２０、Ａ
ＤＣ１９２、１９４、１９６とデータ線Ｄ１～Ｄｍの接続を制御する。より具体的に、ス
イッチング部１７０はセンシング期間に電流ソース部１８０とデータ線Ｄ１～Ｄｍとを接
続させる。そして、スイッチング部１７０は、センシング期間にＡＤＣ１９２、１９４、
１９６とデータ線Ｄ１～Ｄｍとを順次接続させる。一方、スイッチング部１７０は、駆動
期間にデータ線Ｄ１～Ｄｍとデータ駆動部１２０とを接続させる。
【００２４】
　電流ソース部１８０は、センシング期間にデータ線Ｄ１～Ｄｍを経由してサブ画素１４
０に所定の電流を供給する。詳細に説明すれば、電流ソース部１８０はセンシング期間に
データ線Ｄ１～Ｄｍに所定の電流を供給する。このとき、制御信号によってサブ画素１４
０が水平ライン単位で順次選択されながら、所定の電流がサブ画素１４０のそれぞれに含
まれる有機発光ダイオードに供給される。この場合、有機発光ダイオードには所定の電流
に対応する電圧が印加される。
【００２５】
　一方、電流ソース部１８０から供給される所定の電流の電流値は、有機発光ダイオード
に充分な電圧が印加され得るように実験的に決定される。例えば、電流ソース部１８０は
最も明るい階調に対応する電流を有機発光ダイオードに供給できる。
【００２６】
　ＡＤＣ１９２、１９４、１９６は、アナログ-デジタル変換部を構成し、サブ画素１４
０のそれぞれの有機発光ダイオードに印加される電圧をデジタル信号に変換する。
【００２７】
　より具体的に、第１ＡＤＣ１９２は、センシング期間にスイッチング部１７０の制御に
よって赤色サブ画素１４０と順次接続される。このような第１ＡＤＣ１９２は、赤色サブ
画素１４０の有機発光ダイオードに印加される電圧をデジタル信号に変換して劣化補償部
２００に供給する。
【００２８】
　第２ＡＤＣ１９４は、センシング期間にスイッチング部１７０の制御によって緑色サブ
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画素１４０と順次接続される。このような第２ＡＤＣ１９４は、緑色サブ画素１４０の有
機発光ダイオードに印加される電圧をデジタル信号に変換して劣化補償部２００に供給す
る。
【００２９】
　第３ＡＤＣ１９６は、センシング期間にスイッチング部１７０の制御によって青色サブ
画素１４０と順次接続される。このような第３ＡＤＣ１９６は、青色サブ画素１４０の有
機発光ダイオードに印加される電圧をデジタル信号に変換して劣化補償部２００に供給す
る。
【００３０】
　劣化補償部２００は、ＡＤＣ１９２、１９４、１９６から供給されるデジタル信号を用
いて有機発光ダイオードの劣化を補償する。より具体的に、劣化補償部２００は、ＡＤＣ
１９２、１９４、１９６から供給されるデジタル信号を用いてサブ画素１４０のそれぞれ
に含まれる有機発光ダイオードの劣化が補償されるようにタイミング制御部１５０を制御
する。ここで、劣化補償部２００は、本願出願人によって先に出願された構成又は現在公
知となっている構成を含む。本発明は、ＡＤＣ１９２、１９４、１９６を共有することを
その特徴とするため、劣化補償部２００の詳細な構成及び説明は省略する。
【００３１】
　タイミング制御部１５０は、データ駆動部１２０、走査駆動部１１０、制御線駆動部１
６０を制御する。また、タイミング制御部１５０は、劣化補償部２００の制御によって劣
化が補償され得るように外部から入力される第１データＤａｔａ１のビット値を変換して
第２データＤａｔａ２を生成する。ここで、第１データＤａｔａ１はｉ（ｉは自然数）ビ
ットに設定され、第２データＤａｔａ２はｊ（ｊはｉ以上の自然数）ビットに設定される
。
【００３２】
　タイミング制御部１５０で生成された第２データＤａｔａ２はデータ駆動部１２０に供
給される。すると、データ駆動部１２０は第２データＤａｔａ２を用いてデータ信号を生
成し、生成されたデータ信号をサブ画素１４０に供給する。
【００３３】
　図２は、図１に示したスイッチング部及び電流ソース部を詳細に示す図である。
　図２を参照すれば、本発明の電流ソース部１８０はチャネル毎に形成される電流源Ｉｓ
を備える。
【００３４】
　電流源Ｉｓはセンシング期間にデータ線Ｄ１～Ｄｍに所定の電流を供給する。データ線
Ｄ１～Ｄｍに供給された所定の電流は、制御信号によって選択されたサブ画素１４０に供
給される。この場合、サブ画素１４０のそれぞれに含まれる有機発光ダイオードに所定の
電流に対応する電圧が印加される。
【００３５】
　一方、図２では電流源Ｉｓがチャネル毎に設置されると示したが、本発明はこれに限定
されるものではない。例えば、１つの電流源Ｉｓがあらゆる第４スイッチＳＷ４と接続さ
れてもよい。
【００３６】
　また、赤色サブ画素Ｒ、緑色サブ画素Ｇ及び青色サブ画素Ｂに電流を供給するための電
流源が互いに異なるように設定されてもよい。詳細に説明すれば、赤色サブ画素Ｒ、緑色
サブ画素Ｇ及び青色サブ画素Ｂのそれぞれに含まれる有機発光ダイオードは互いに異なる
材料で形成される。従って、それぞれのサブ画素Ｒ、Ｇ、Ｂに含まれる有機発光ダイオー
ドの特性を考慮して、互いに異なる電流を供給できるように赤色サブ画素Ｒ、緑色サブ画
素Ｇ及び青色サブ画素Ｂに電流を供給するための電流源を互いに異なるように設定するこ
ともできる。
【００３７】
　スイッチング部１７０は、それぞれのチャネル毎に形成される第４スイッチＳＷ４及び
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第５スイッチＳＷ５と、第１～第３スイッチＳＷ１～ＳＷ３を備える。ここで、第１スイ
ッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ２及び第３スイッチＳＷ３は、それぞれ赤色サブ画素Ｒと
接続されたデータ線Ｄ１、Ｄ４、．．．、緑色サブ画素Ｇと接続されたデータ線Ｄ２、Ｄ
５、．．．及び青色サブ画素Ｂと接続されたデータ線Ｄ３、Ｄ６、．．．のそれぞれと連
結されるように形成される。
【００３８】
　第４スイッチＳＷ４は、電流源Ｉｓとデータ線Ｄとの間に位置する。このような第４ス
イッチＳＷ４はセンシング期間にターンオンされる。ここで、センシング期間はサブ画素
１４０のそれぞれに含まれる有機発光ダイオードの劣化を測定する期間であり、設計者に
よって多様な時点に配置される。例えば、センシング期間は有機電界発光表示装置に電源
が供給される時点に位置され得る。
【００３９】
　第５スイッチＳＷ５は、データ駆動部１２０とデータ線Ｄとの間に位置する。このよう
な第５スイッチＳＷ５は駆動期間にターンオンされる。ここで、駆動期間はセンシング期
間を除いたサブ画素１４０で所定の映像が表示される期間を意味する。
【００４０】
　第１スイッチＳＷ１は、赤色サブ画素Ｒと接続されたデータ線Ｄ１、Ｄ４、．．．のそ
れぞれと、第１ＡＤＣ１９２との間に形成される。このような第１スイッチＳＷ１は、制
御線ＣＬ１～ＣＬｎのそれぞれに制御信号が供給される毎に順次ターンオンされる。
【００４１】
　第２スイッチＳＷ２は、緑色サブ画素Ｇと接続されたデータ線Ｄ２、Ｄ５、．．．のそ
れぞれと、第２ＡＤＣ１９４との間に形成される。このような第２スイッチＳＷ２は、制
御線ＣＬ１～ＣＬｎのそれぞれに制御信号が供給される毎に順次ターンオンされる。
【００４２】
　第３スイッチＳＷ３は、青色サブ画素Ｂと接続されたデータ線Ｄ３、Ｄ６、．．．のそ
れぞれと、第３ＡＤＣ１９６との間に形成される。このような第３スイッチＳＷ３は、制
御線ＣＬ１～ＣＬｎのそれぞれに制御信号が供給される毎に順次ターンオンされる。
【００４３】
　図３は、本発明の実施形態に係るサブ画素の実施形態を示す図である。図３では説明の
便宜上、第ｍのデータ線Ｄｍ及び第ｎの走査線Ｓｎに接続された画素を示す。
　図３を参照すれば、本発明の実施形態に係るサブ画素１４０は、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに電流を供給するための画素回路１４２とを備え
る。
【００４４】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４２に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路１４２から供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【００４５】
　画素回路１４２は走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にデータ線Ｄｍからデータ信号
の供給を受ける。また、画素回路１４２は制御線ＣＬｎに制御信号が供給される時に電流
ソース部１８０から所定の電流データの供給を受け、供給を受けた電流に対応する電圧を
第３ＡＤＣ１９６に供給する。このために、画素回路１４２は４つのトランジスタＭ１～
Ｍ４及びストレージキャパシタＣｓｔを備える。
【００４６】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣｓｔ
の第１端子に接続される。このような第１トランジスタＭ１は走査線Ｓｎに走査信号が供
給される時にターンオンされる。ここで、走査信号はストレージキャパシタＣｓｔにデー
タ信号に対応する電圧が充電される期間に供給される。
【００４７】
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　第２トランジスタＭ２のゲート電極はストレージキャパシタＣｓｔの第１端子に接続さ
れ、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの第２端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接続さ
れる。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓｔに格納された電
圧値に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源
ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第２
トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【００４８】
　第３トランジスタＭ３のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続され、第１電極は第２トラ
ンジスタＭ２の第２電極に接続される。そして、第３トランジスタＭ３の第２電極は有機
発光ダイオードＯＬＥＤに接続される。このような第３トランジスタＭ３は発光制御線Ｅ
ｎに発光制御信号が供給される時にターンオフされ、発光制御信号が供給されない時にタ
ーンオンされる。ここで、発光制御信号はストレージキャパシタＣｓｔにデータ信号に対
応する電圧が充電される期間及び有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報がセンシングさ
れるセンシング期間に供給される。
【００４９】
　第４トランジスタＭ４のゲート電極は制御線ＣＬｎに接続され、第１電極は第３トラン
ジスタＭ３の第２電極に接続される。また、第４トランジスタＭ４の第２電極はデータ線
Ｄｍに接続される。このような第４トランジスタＭ４は、制御線ＣＬｎに制御信号が供給
される時にターンオンされ、それ以外の場合にターンオフされる。ここで、制御線ＣＬ１
～ＣＬｎに供給される制御信号はセンシング期間に順次供給される。
【００５０】
　図４は、図２に示したスイッチング部の動作過程を示す波形図である。そして、図５Ａ
～図５Ｅは、図４の波形図に対応するスイッチの動作過程を示す図である。
　図４～図５Ｅを参照して動作過程を詳細に説明すれば、まず、センシング期間に制御線
ＣＬ１～ＣＬｎに制御信号が順次供給される。そして、センシング期間に図５Ａに示すよ
うに、第４スイッチＳＷ４がターンオン状態を維持する。
【００５１】
　まず、第１制御線ＣＬ１に制御信号が供給されると、第１制御線ＣＬ１と接続されたサ
ブ画素１４０に含まれる第４トランジスタＭ４がターンオンされる。すると、電流源Ｉｓ
の電流がデータ線Ｄ１～Ｄｍ及び第４トランジスタＭ４を経由してサブ画素１４０の有機
発光ダイオードＯＬＥＤに供給される。このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤには劣化
に対応する所定の電圧が印加される。
【００５２】
　第１制御線ＣＬ１に制御信号が供給される期間に第１スイッチＳＷ１、第２スイッチＳ
Ｗ２及び第３スイッチＳＷ３が画素単位で順次ターンオンされる。詳細に説明すれば、赤
色サブ画素Ｒ、緑色サブ画素Ｇ及び青色サブ画素Ｂは１つの画素をなす。ここで、第１ス
イッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ２及び第３スイッチＳＷ３は画素単位でターンオンされ
ながら、ＡＤＣ１９２、１９４、１９６に有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加された電圧
を提供する。
【００５３】
　実際に、第１スイッチＳＷ１は、図５Ｂ～図５Ｅに示すように、順次ターンオンされる
。そして、第２スイッチＳＷ２及び第３スイッチＳＷ３も順次ターンオンされる。ここで
、同一な画素をなすサブ画素１４０と接続されたスイッチＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３は同時
にターンオンされながら、サブ画素１４０のそれぞれの有機発光ダイオードＯＬＥＤに印
加された電圧をＡＤＣ１９２、１９４、１９６に供給する。すると、ＡＤＣ１９２、１９
４、１９６は自分に供給される電圧をデジタル信号に変換して劣化補償部２００に供給す
る。
【００５４】
　その後、第１制御線ＣＬ１に制御信号の供給が中断されると同時に第２制御線ＣＬ２に
制御信号が供給される。すると、第１乃至第３スイッチＳＷ１～ＳＷ３は、図５Ｂ～５Ｅ
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のそれぞれの有機発光ダイオードＯＬＥＤに印加された電圧をＡＤＣ１９２、１９４、１
９６に供給する。
【００５５】
　実際に、本発明ではセンシング期間に第１制御線ＣＬ１～第ｎの制御線ＣＬｎに制御信
号が順次供給される。すると、制御信号が供給される期間毎にスイッチＳＷ１～ＳＷ３が
画素単位で順次ターンオンされながら、サブ画素１４０の劣化に対応する電圧をＡＤＣ１
９２、１９４、１９６に供給する。
【００５６】
　その後、劣化補償部２００はＡＤＣ１９２、１９４、１９６から供給されるデジタル信
号（劣化情報）を用いてタイミング制御部１５０を制御する。すると、タイミング制御部
１５０は劣化が補償され得るように、第１データＤａｔａ１のビット値を変更して第２デ
ータＤａｔａ２を生成し、生成された第２データＤａｔａ２をデータ駆動部１２０に供給
する。データ駆動部１２０は、駆動期間に第２データＤａｔａ２を用いてデータ信号を生
成し、生成されたデータ信号をデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。そのために、駆動期間に
は第５スイッチＳＷ５がターンオンされる。
【００５７】
　前述したように、本発明では３つのＡＤＣ１９２、１９４、１９６を共有しながらサブ
画素１４０の劣化情報を劣化補償部２００に提供できる。一方、本発明において、ＡＤＣ
１９２、１９４、１９６の数は少なくても１つ以上に設定されることができる（データ線
の数よりは少ない数に設定）。例えば、１つのＡＤＣが設置される場合、第１スイッチＳ
Ｗ１、第２スイッチＳＷ２及び第３スイッチＳＷ３が１つずつ順次ターンオンされながら
（サブ画素単位でターンオン）、サブ画素１４０の劣化情報をＡＤＣに提供する。
【００５８】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態等について説明したが、本発明
は、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、または明細書に開
示された発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能であることは勿論
であり、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示した電流ソース部及びスイッチング部を示す図である。
【図３】図１に示した画素を示す回路図である。
【図４】図２に示したスイッチの動作過程を示す波形図である。
【図５Ａ】図４の波形図に対応するスイッチの動作過程を示す図である。
【図５Ｂ】図４の波形図に対応するスイッチの動作過程を示す図である。
【図５Ｃ】図４の波形図に対応するスイッチの動作過程を示す図である。
【図５Ｄ】図４の波形図に対応するスイッチの動作過程を示す図である。
【図５Ｅ】図４の波形図に対応するスイッチの動作過程を示す図である。
【符号の説明】
【００６０】
１１０　　走査駆動部 
１２０　　データ駆動部
１５０　　タイミング制御部
１６０　　制御線駆動部
１７０　　スイッチング部
１８０　　電流ソース部
２００　　劣化補償部
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【図３】 【図４】
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【図５Ｃ】 【図５Ｄ】
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